
大分香りの博物館 資料収集等基本方針 

 

大分香りの博物館は、大分県が所管する旧大分香りの森博物館の収蔵品を借り受け、

香りの文化及び歴史資料などをわかりやすく展示するとともに、香りの体験を通して

別府大学が実践する教育研究、調査並びに地域住民の香りの文化の創造に資すること

を目的として設置された。 

大分県が所管する収蔵品については、当館に一部譲与されたが、引き続き次のよう

な資料を収集保存し、香りの文化振興を図ることを大きな目標のひとつとするもので

ある。 

 

１ 資料の内容 

（１）西洋の香りに関わる資料 

（２）アジアの香りに関わる資料 

（３）日本の香りに関わる資料 

（４）香りの文化に関わる資料 

（５）その他、上記に必要な資料 

 

２ 資料の種類 

（１）香水瓶などのガラス器 

（２）香水瓶や香炉などの陶器 

（３）香炉などの金属器 

（４）香油瓶などの土器 

（５）古文書、古記録などの文献資料 

（６）その他、上記に関連する資料 

 

３ 資料の保存 

  資料保存のためのスペースである収蔵庫の環境を良好に保ち、専門知識を持った  

学芸員が資料の維持・管理を行う。 

 

４ 資料の収集方法 

  資料は、購入・寄贈などにより収集する。 

 


